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千原光雄: 中国における藻類研究の現状 (1) Mitsuo CHIHARA : Phycological 

research activities in China (1) 

昭和56年1月半ばから 2月初めにかけて，日本学術

振興会の御好意と中国科学院 (AcademiaSinica)の

招きで中国に滞在し，幾つかの研究機関を訪れ，専門

を同じくする人達と交流を深める機会を持つことがで

きた。日中両国の国交が昭和47年9月に正常化されて

以来，日本からの訪中者，中国からの来訪者あるいは

留学生は年々増加の一途を辿っているが，日中間の共

同研究のための人物交流は必ずしも盛んとは言い難い。

私達は，かつて多くを学んだ中国について余りにも知

らないことが多いといえる。日本学術振興会において

は，日中の共同研究について深い関心を持たれ，昭和

54年より，中国科学院との聞に日中共同研究のための

研究者交換制度を発足させ， 日本からの研究者の派遣

と中国からの訪問者の受入れに努力されている。今回

の私の訪中の課題は，中国の藻類研究の現状を視察し，

将来の日中間の共同研究のための資を得ることであっ

た。滞在期間が3週間の予定であったので，私は訪問

する主な研究機関として次の 4つを選んだ。すなわち

(1)国立植物研究所(北京)， (2)国立海洋研究所(青

島)， (3)国立水生生物研究所(武漢)， (4)国立華南

植物研究所(広州)である。これらの機関はいずれも

中国科学院に所属する。

以下，藻類に関することがらを中心に，中国におけ

る研究活動の現状の一端を報告したL、。この小文が日

中聞の今後の藻学研究に役立てば幸いである。なお，

掲載誌の都合上，この小文を幾っかに分割することの

お許しを願いたい。

稿を進めるに当り，訪中の機会を与えて下さった日

本学術振興会と中国科学院に厚くお礼を申し上げる。

1.中国科学院植物研究所(北京) Institute of 

Botany， Academia Sinica (Peking)北京西直門外大

街 141号

この研究所は当初は植物分類研究所として発足した

が，その後機構が変り，現在は10研究室，職員数約400

名をもっ植物学の総合研究所となっている。それぞれ

の研究室名と研究者等の数を記すと次のようである。

1)植物分類研究室，総職員数69名(内研究者及び技

術者の数60名)， 2)古植物研究室 29名 (23名)， 3) 

植物生態研究室， 45名 (39名)， 4)植物化学研究室

40名 (35名)， 5)植物形態研究室 21名 (14名)， 6) 

植物細胞研究室 24名 (20名)， 7)生物囲気研究室

(窒素固定研究室)25名 (20名)， 8)光合成研究室

36名 (25名)， 9)植物生理研究室 50名 (45名)， 10) 

植物誌編纂室7名。
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図 1 白克智氏とアカウキクサより分自li した~~定アナベナの情義. I玄I2 政務ネンジュモ主i'lの窒素悶定の研究

に従著iする王友珠氏(左)と共同研究者.中国科学院植物研究所にて.

この研究所が|箇物分類研究所として出発したこと及 つは食用としてよく 知られる髭莱(ファツサイ)を含

び現在中国は中回全土の植物誌の完成を目指している めて，ネンジュモ (Nostoc) などの仲間の窒素固定の

ことなどのゆえか，上記の研究室中最大のものは植物 研究を進める王友珠 (F.C. WAI叩)氏と共同研究者

分類部門である。この研究室はさきに出版された中国 のグノレ ー プであ る 。 I~I 氏はアナベナの分断と堵1"iに成

高等植物図鑑(5巻， 1972-1976，各巻1000頁余)の作 功し，生理学的なliiiの成果がかなり出始めてきたとの

成の中心的役割を果したが，さらに中国産*m管*植物 ことであり，王氏のグループは蒙古方面から多量に採

のすべてを含む中国植物誌の完成を目指し，他の国立 集してきたファツサイの倍養に努力に|コとのことであっ

機物研究所，省立研究所及び大学の関係研究者逮と共 た。両氏共に日本の藻学者や植物生理学者との論文別

同して研究を進めている。原本資料室は充実し，管理 刷の交換を熱心に希望していた。

も行き貯it、ている。所ii攻標本数は以下のようである。 既によく知られるように， 中国は1978年(昭和154年)

標本総数約 120万点，標本の種類の内訳(被子植物 以降は海外との交流を積極的に進め，研究分野におけ

25，000種，被子植物700種，シダ植物2，600種，コケ植 る海外の文献蒐集にも努力を示している。しかし長

物2100稜)。なお，藻類と菌類の桜木はここにはなく JVJに及んだ戦術や文11:Lの影響は大きし必要図書は必

藻類のうち， 海渓は国立海洋研究所 (青島)，淡水深 ずしも充分ではないとのことである。実際に幾つかの

は国立水生生物研究所(武漢)，そして商類は主に国立 研究所の図占室を見た印象もその通りであった。研究

微生物研究所(北京)にそれぞれ保管される。従って 者逮の話では，個人の外国の学会への入会や海外から

分類を専門とする藻類研究者はここにはいない由であ の図書や雑誌の購入は財政的な関係から一般には困難

る。しかし， ~菜類を使って光合成や室繁固定の研究を であるとし、 ぅ。 本会会員の諸氏からの中国研究者への

進める二つのグループカ旬、る。一つは水生の γ ダ植物 別刷の送付をお願いしたいと思う。

アカウキクサ (11zoLla) の葉に内生する藍蕊アナベナ 北京では中国科学院1植物研究所の匡副所長をはじめ

(IInabaena)の光合成や窒素国定の研究に鋭わる白克 所員の方達に高配をいただいた。お礼申し上げる。

智 (K.ーZ.BAI) 氏と共同研究者のグル ー-l 他のー (筑波大学 生物科学系)




